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地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

 特集●交通と都市の未来形
 快適性・安全性・安心感から見る進化の軌跡
 エレベーターは50年間で
 どこまで進化したか

連載●お江戸の楽しい歩き方 第3回
 本所深川周辺

連載●私の忘れられない本・映画・音楽 第12回
 サヘル・ローズさん　

 連載●がんばる地方都市 第10回
 鹿児島県鹿屋市 柳谷集落
 連載●おもて菓子 第6回
 鹿屋んおじゃったもんせ

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2016年8月31日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.46 に対するご感想をお寄せく
ださい。「屋久杉が喜ぶ製品づくり」をポリシーとする山王
産業の扇子「千年の風」（サイズ21cm、無塗装）を抽選で
10名様にお送りし ます。
「千年の風」は、伐採後の切り株や倒木などのすでに寿命
を終えた屋久杉から職人が手づくりした製品で、2010年
鹿児島県地域特産品コンクールで優秀賞を受賞しました。
「千年の風」からは木の心地よい香りが漂ってきます。

第10回未来エレベーターコンテスト
開催のご案内

未来のエレベーター・エスカレーターの形を学生の方々
から募る「未来エレベーターコンテスト」が今年も実
施されます。
コンテスト公式サイトにおいて、7月1日にテーマを
発表し、9月末まで作品を募集しますので、学生の方々
はふるってご応募ください。

ビルやマンション等を上下移動する際、私た
ちはふだん、あまり意識せずにエレベーター
を利用しています。しかし、昔のことをちょっ
と思い出してみると、古いエレベーターと新
しいエレベーターとで、快適性・安全性・安心
感がずいぶん変わったことに気づかれるので
はないでしょうか。街並みや電車、自動車が
変化するのと同様に、エレベーターも刻々と
変化し、常に進化し続けています。この50年
間でどう変わったのか、エレベーターを中心
とする“時間の旅”にご案内します。

※2016年4月に発生した熊本地震の被災地にお住まいの方々に、
心からお見舞い申し上げます。

【表紙解説】

公式サイトURL：http: // www.toshiba-elevator.co.jp/elv/
newsnavi/volumes/contest/index.html
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 特集●交通と都市の未来形

エレベーターは
50年間でどこまで進化したか

快適性・安全性・安心感から見る進化の軌跡

今年は、東芝が昇降機事業を開始して50周年という節目の年に当たる。
東芝が昇降機事業に参入した1960年代の日本といえば、まさに高度経済成長期。
1970年代に入ると、大都市部で高層ビルが次々と建ち始め、
それに伴い、エレベーターの導入数も急激に伸びていった。
では、この50年間でエレベーターはどのように進化し、現在の姿になったのだろうか？
今回の特集は、快適性・安全性・安心感という3つの切り口から
エレベーターが50年間に進化してきた軌跡を探ってみたい。
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っ
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＊

    

東
芝
エ
レ
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ー
タ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

快

適

性

キーワード ❶

乗
り
心
地
を
よ
く
す
る

工
夫
が
見
え
な
い
部
分

に
も
い
っ
ぱ
い
！

キーワード ❷

安

性

全
も
っ
と
災
害
に
強
く
て
、

安
全
性
の
高
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
し
た
い
な
あ
。

安

感

心キーワード ❸

今
は
ス
マ
ホ
で
稼
働
状
況

を
し
っ
か
り
確
認
し
て
い

ま
す
。

遠
く
か
ら
24
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間

３
６
５
日
エ
レ
ベ
ー
タ
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を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
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●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2016年8月31日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.46 に対するご感想をお寄せく
ださい。「屋久杉が喜ぶ製品づくり」をポリシーとする山王
産業の扇子「千年の風」（サイズ 21cm、無塗装）を抽選で
10 名様にお送りし ます。
「千年の風」は、伐採後の切り株や倒木などのすでに寿命
を終えた屋久杉から職人が手づくりした製品で、2010 年
鹿児島県地域特産品コンクールで優秀賞を受賞しました。
「千年の風」からは木の心地よい香りが漂ってきます。

第10回未来エレベーターコンテスト
開催のご案内

未来のエレベーター・エスカレーターの形を学生の方々
から募る「未来エレベーターコンテスト」が今年も実
施されます。
コンテスト公式サイトにおいて、7 月 1 日にテーマを
発表し、9 月末まで作品を募集しますので、学生の方々
はふるってご応募ください。

ビルやマンション等を上下移動する際、私た
ちはふだん、あまり意識せずにエレベーター
を利用しています。しかし、昔のことをちょっ
と思い出してみると、古いエレベーターと新
しいエレベーターとで、快適性・安全性・安心
感がずいぶん変わったことに気づかれるので
はないでしょうか。街並みや電車、自動車が
変化するのと同様に、エレベーターも刻々と
変化し、常に進化し続けています。この50年
間でどう変わったのか、エレベーターを中心
とする“時間の旅”にご案内します。

※2016年4月に発生した熊本地震の被災地にお住まいの方々に、
心からお見舞い申し上げます。
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動
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が
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性

　
一
億
総
中
流
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

た
１
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６
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年
代
末
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
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生
活
水
準
の
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上
に
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っ
た
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し
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し
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時
代
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
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心
の

充
実
〞
へ
と
変
化
。
乗
り
物
に
も
快
適

性
や
美
し
さ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地

や
デ
ザ
イ
ン
は
他
の
乗
り
物
同
様
、
こ

の
間
に
大
き
く
進
歩
し
た
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
制
御
シ
ス
テ
ム
技

術
技
監
の
中
島
豊
に
よ
る
と
、「
昔
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
か
ご
と
床
と
の
位
置
合

わ
せ
に
時
間
が
か
か
り
、
止
ま
っ
た
と

思
っ
て
も
ド
ア
が
な
か
な
か
開
き
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
１
９

７
９
年
の
マ
イ
コ
ン
制
御
、
１
９
８
３

年
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
の
採
用
で
状

況
は
一
変
す
る
。
中
島
が
「
直
流
モ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
並

み
の
な
め
ら
か
な
速
度
調
整
が
交
流
モ

ー
タ
ー
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
語
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
に
よ
り

乗
り
心
地
は
大
き
く
改
善
し
た
。

振
動
も
劇
的
に
低
減

　
機
械
構
造
面
の
技
術
革
新
も
進
み
、

中
島 

豊 

な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か

東
芝
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技
術
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制
御
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ス
テ
ム
技
術
技
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明 
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か
が
わ
・
と
し
あ
き

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

技
術
本
部

機
器
技
術
開
発
技
監

　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
内
装
と
い
え
ば
、
昔
は

ス
テ
ン
レ
ス
や
鋼
板
に
化
粧
板
シ
ー
ト
を
貼

る
程
度
で
し
た
が
、
今
は
面
白
い
提
案
を
さ

れ
る
設
計
事
務
所
さ
ん
が
多
い
の
で
、
意
匠

の
打
ち
合
わ
せ
は
楽
し
い
で
す
ね
。
今
ま
で

に
な
い
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
た
時
に
は
、

す
ぐ
に
工
場
に
連
絡
し
、
で
き
る
限
り
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
の
も
の
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
の
あ
る

か
ご
室
デ
ザ
イ
ン

かご室デザイン最新

澤
村 

正
樹 

さ
わ
む
ら
・
ま
さ
き

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
京
支
社 

技
術
営
業
部

技
術
営
業
第
二
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
長

年
で
こ
こ
ま
で
変
わ
っ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地

乗
り
心
地
も
操
作
性
も
完
璧
と
は
い
え
な
か
っ
た
昔
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。

そ
れ
を
大
き
く
変
え
た
の
は
イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
マ
イ
コ
ン
制
御
だ
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
快
適
性
の
進
歩
を

世
相
と
と
も
に
追
っ
て
み
よ
う
。

キーワード ❶ 快 適性 の変遷

レール
ローラー

ローラーガイド
ローラーガイドが回転し、レールに沿ってスムーズに動く。
摩擦が少なく潤滑油は不要。ガイドシューに比べて音も静か。
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
走
行
時
の
振
動
も
劇
的

に
低
減
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド
。
車
で

い
え
ば
タ
イ
ヤ
に
相
当
す
る
重
要
な
機

構
で
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
機
器
技
術
開

発
技
監
の
中
川
俊
明
は
「
圧
力
を
加
え

る
バ
ネ
を
ロ
ー
ラ
ー
の
中
心
に
据
え
る

こ
と
で
振
動
を
軽
減
で
き
ま
し
た
」
と

語
る
。

　
振
動
に
対
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
の
回

転
で
直
接
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
動
か
す
ギ

ヤ
レ
ス
タ
イ
プ
を
、
１
９
９
８
年
か
ら

標
準
形
機
種
に
も
採
用
す
る
な
ど
、
改

良
が
続
い
て
い
る
。
か
ご
室
の
振
動
を

検
知
し
た
ら
、
お
も
り
を
動
か
し
て
振

動
を
打
ち
消
す
ア
ク
テ
ィ
ブ
マ
ス
ダ
ン

パ
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て

　
乗
り
心
地
の
測
定
方
法
も
変
化
し
て

い
る
。
昔
は
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
や
ア
ン

プ
な
ど
を
使
っ
て
い
た
が
、
今
は
国
際

的
に
認
め
ら
れ
た
一
体
型
の
測
定
器
を

床
に
置
く
だ
け
で
簡
単
に
測
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
評
価
方
法
も
、
単
に

振
動
の
大
き
さ
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
人
間
が
不
快
に
感
じ
る
ゆ
っ
く
り

と
し
た
揺
れ
を
よ
り
厳
し
く
評
価
す
る

な
ど
、
改
善
が
進
ん
で
い
る
。

　
エ
レ
ベ
ー
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ー
の
振
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、
動
い
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る
か
ど
う

か
が
わ
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な
い
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。
し
か
し
、
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ら
な

る
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追
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す
る
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の
取
り
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は
、
今
も
な
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続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
バ
ブ
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の
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は
き
ら
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や
か
で
目
を
引

く
デ
ザ
イ
ン
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
不
燃
木
や
和
紙
、
石
貼
り
な
ど
を
使
っ
た
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シ
ン
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だ
け
れ
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ベ
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で
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使
う
時
に
は
ガ
ラ
ス
に
挟
む
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い
っ
た
工
夫
を
加
え
て
い
ま
す
。
面
に
よ
っ

て
素
材
を
変
え
る
、
あ
る
い
は
か
ご
室
内
で

方
向
が
わ
か
る
よ
う
に
、例
え
ば
内
壁
に「
皇

居
」や「
東
京
タ
ワ
ー
」を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

地
理
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
使
う
な
ど
、
左
右
非

対
称
の
デ
ザ
イ
ン
も
増
え
て
い
ま
す
し
、
落

ち
着
い
た
空
間
を
求
め
て「
照
明
を
暗
く
し

て
ほ
し
い
」と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
ね
。

　
細
部
に
苦
労
す
る
の
が
シ
ー
ス
ル
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
す
。
昇
降
路
に
囲
い
が
な
く
、

吹
き
抜
け
空
間
を
む
き
出
し
で
走
る
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
外
か
ら
見
え
る

機
器
や
配
線
を
ど
う
や
っ
て
隠
す
か
が
腕

の
見
せ
所
で
す
。
建
物
の
柱
部
分
に
隠
し
た

り
、
レ
ー
ル
を
建
築
デ
ザ
イ
ン
と
合
わ
せ
た

り
と
、
建
物
と
一
体
化
し
た
シ
ー
ス
ル
ー
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ビ
ス
を
ど
う
隠

す
か
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
外
側
か

ら
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

エレベーターかご室
ディテールにこだわったシースルーエレベーター。

©Shibuya Hikarie渋谷ヒカリエ
（2012年開業）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

レ
ー
ル
の
上
を
動
く
の
で
、

鉄
道
と
似
た
者
同
士
！

直流ギヤレスエレベーター用巻上機
インバーター制御が登場する前は、交流モーター
では微妙な速度調整ができなかったため、直流
モーターが全盛の時代だった。

高効率PMSMギヤレス巻上機
減速装置を用いず、モーターの回転で直接かごを昇降
させるギヤレス巻上機は、振動や騒音を軽減できる。
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工
夫
が
い
っ
ぱ
い
！

04

社
会
が
求
め
る
快
適
性

　
一
億
総
中
流
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

た
１
９
６
０
年
代
末
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

は
生
活
水
準
の
向
上
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
時
代
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
は
〝
心
の

充
実
〟
へ
と
変
化
。
乗
り
物
に
も
快
適

性
や
美
し
さ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地

や
デ
ザ
イ
ン
は
他
の
乗
り
物
同
様
、
こ

の
間
に
大
き
く
進
歩
し
た
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
制
御
シ
ス
テ
ム
技

術
技
監
の
中
島
豊
に
よ
る
と
、「
昔
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
か
ご
と
床
と
の
位
置
合

わ
せ
に
時
間
が
か
か
り
、
止
ま
っ
た
と

思
っ
て
も
ド
ア
が
な
か
な
か
開
き
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
１
９

７
９
年
の
マ
イ
コ
ン
制
御
、
１
９
８
３

年
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
の
採
用
で
状

況
は
一
変
す
る
。
中
島
が
「
直
流
モ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
並

み
の
な
め
ら
か
な
速
度
調
整
が
交
流
モ

ー
タ
ー
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
語
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
に
よ
り

乗
り
心
地
は
大
き
く
改
善
し
た
。

振
動
も
劇
的
に
低
減

　
機
械
構
造
面
の
技
術
革
新
も
進
み
、

中
島 

豊 

な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

技
術
本
部

制
御
シ
ス
テ
ム
技
術
技
監

中
川 

俊
明 

な
か
が
わ
・
と
し
あ
き

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

技
術
本
部

機
器
技
術
開
発
技
監

　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
内
装
と
い
え
ば
、
昔
は

ス
テ
ン
レ
ス
や
鋼
板
に
化
粧
板
シ
ー
ト
を
貼

る
程
度
で
し
た
が
、
今
は
面
白
い
提
案
を
さ

れ
る
設
計
事
務
所
さ
ん
が
多
い
の
で
、
意
匠

の
打
ち
合
わ
せ
は
楽
し
い
で
す
ね
。
今
ま
で

に
な
い
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
た
時
に
は
、

す
ぐ
に
工
場
に
連
絡
し
、
で
き
る
限
り
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
の
も
の
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
の
あ
る

か
ご
室
デ
ザ
イ
ン

かご室デザイン最新

澤
村 

正
樹 

さ
わ
む
ら
・
ま
さ
き

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
京
支
社 

技
術
営
業
部

技
術
営
業
第
二
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
長

年
で
こ
こ
ま
で
変
わ
っ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地

乗
り
心
地
も
操
作
性
も
完
璧
と
は
い
え
な
か
っ
た
昔
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。

そ
れ
を
大
き
く
変
え
た
の
は
イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
マ
イ
コ
ン
制
御
だ
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
快
適
性
の
進
歩
を

世
相
と
と
も
に
追
っ
て
み
よ
う
。

キーワード ❶ 快 適性の変遷

レール
ローラー

ローラーガイド
ローラーガイドが回転し、レールに沿ってスムーズに動く。
摩擦が少なく潤滑油は不要。ガイドシューに比べて音も静か。

レール
ローラー

ローラーガイド



省エネエレベーター最新

〝
止
め
る
安
全
〞か
ら〝
動
か
す
安
全
〞へ

　
昔
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
安
全
思
想
は
、

災
害
発
生
時
に
、
か
ご
を
動
か
さ
な
い

こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
瞬
時
に
か
ご

を
止
め
る
と
今
度
は
閉
じ
込
め
と
い
う

新
た
な
問
題
が
発
生
す
る
。「
そ
の
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
１
９
７

８
年
の
宮
城
県
沖
地
震
の
頃
か
ら
で
す
。

災
害
時
に
は
、
と
に
か
く
か
ご
内
の
人

を
安
全
に
か
ご
の
外
に
誘
導
す
る
と
い

う
考
え
方
に
転
換
し
た
の
で
す
」
と
中

島
は
語
る
。

　
現
在
は
地
震
時
だ
け
で
は
な
く
、
停

電
時
に
も
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
っ
て
最
寄

り
階
ま
で
移
動
す
る
こ
と
で
閉
じ
込
め

を
防
い
で
い
る
。

長
周
期
地
震
動
へ
の
対
応

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
構
造
上
、
揺
れ
に

弱
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
地
震
に

〝
泣
か
さ
れ
て
〞
き
た
。
例
え
ば
、
２

０
０
４
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
や
２
０

０
５
年
の
千
葉
県
北
西
部
地
震
で
は
、

超
高
層
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
主
ロ

ー
プ
や
釣
り
合
い
ロ
ー
プ
の
損
傷
事
故

を
含
め
、
多
く
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機

器
故
障
や
閉
じ
込
め
が
発
生
し
た
。

　
省
エ
ネ
に
対
す
る
社
会
的
要
請
が
大
き
く

な
る
な
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
省
エ
ネ
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
が
１
９
９
３
年
の
省
エ

ネ
法
改
正
で
、
こ
れ
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
建
物
の
一
部
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
、

リ
レ
ー
を
使
っ
て
い
た
昔
の
機
種
と
、
マ
イ

最
新
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
消
費
電
力
は

油
圧
式
の
約
３
割
に
な
る
こ
と
も

菊
山 

賢
一

　き
く
や
ま
・
け
ん
い
ち

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

技
術
本
部

商
品
企
画
部

商
品
戦
略
担
当

　参
事

乗
り
物
で
怖
い
の
が
地
震
や
停
電
な
ど
の
災
害
だ
。

も
し
も
の
時
、ど
う
や
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
の
か
。

安
全
対
策
と
い
う
視
点
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
技
術
の
進
展
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

キーワード ❷ 安 全性 の取り組み
も
し
も
の
時
に
備
え
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
安
全
技
術

こ
の
50
年
で

ず
い
ぶ
ん

進
化
し
た
な
あ
…
…
。

地
震
が
発
生
し
た
時
で
も
、

こ
の
小
さ
な
装
置
が

安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

P波感知器
昇降路内の地表に近い位置
に設置され、地震が発生し
た初期段階のわずかな振動
を捉える。



07 2016 Vol.46

しきい間すきまレス
乗り降りの際、エレベーターと建物にある

「すきま」をふさぐ。
上：しきい間すきまレス機能
下：従来

受賞した際に授与された盾

　
そ
の
た
め
、
機
器
技
術
面
の
災
害
対

応
は
地
震
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
中
川
に
よ
る
と
、

「
地
震
に
よ
っ
て
機
器
が
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
法
律
も
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う
。
法
律
改

正
に
よ
り
、
昇
降
路
の
な
か
に
ロ
ー
プ

や
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
引
っ
か
か
り
防
止

装
置
を
装
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
地
震
初
期
微
動（
Ｐ
波
）の
感

知
器
設
置
も
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
早
い
段
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

停
止
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の

閉
じ
込
め
防
止
を
強
化
で
き
た
。
長
周

期
地
震
動
に
対
応
す
る
た
め
、
ゆ
っ
く

り
と
揺
れ
る
長
周
期
振
動
を
検
知
す
る

加
速
度
セ
ン
サ
ー
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

地
震
以
外
で
も
進
む
安
全
対
策

　
万
が
一
、
扉
が
開
い
た
ま
ま
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
動
く
と
危
険
な
の
で
、
２
０

０
９
年
か
ら
戸
開
走
行
保
護
装
置
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
乗
降
時
に
ド
ア
に
は
さ

ま
れ
な
い
よ
う
、
開
閉
時
に
光
が
点
滅

す
る
「
お
知
ら
せ
ド
ア
サ
イ
ン
」
や
、

ド
ア
へ
の
接
触
を
警
告
す
る
「
お
知
ら

せ
ド
ア
セ
ン
サ
ー
」、
画
像
解
析
技
術
で

乗
り
場
付
近
の
人
を
通
行
人
か
乗
客
か

を
判
断
し
て
ド
ア
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
「
ス
マ
ー
ト
ド
ア
」、
乗
り
降
り
の

際
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
建
物
の
「
す
き

ま
」
を
ふ
さ
ぐ
「
し
き
い
間
す
き
ま
レ

ス
」
な
ど
、
利
用
者
に
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
機
能
も
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い

る
。
安
全
性
向
上
に
直
結
す
る
機
能
は
、

災
害
以
外
に
も
大
幅
に
進
化
し
て
い
る
。

コ
ン
・
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
の
最
新
機
種
で

は
大
き
く
違
い
ま
す
。
機
械
設
備
の
面
で
は
、

従
来
、
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
使
わ
れ
て
い

た
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド
を
２
０
１
２
年
か
ら
標

準
形
機
種
で
も
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
従
来

の
ガ
イ
ド
シ
ュ
ー
に
比
べ
て
、
省
エ
ネ
で
潤

滑
油
も
不
要
な
た
め
、
省
資
源
と
い
う
面
で

も
優
れ
て
い
ま
す
。
油
圧
式
を
最
新
機
種
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
場
合
、
消
費
電
力
が
約

３
割
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
当

社
比
）。

　
細
か
い
部
分
で
は
、
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
す
る
だ
け
で
消
費
電
力
や
部
品
の
交
換
頻

度
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
新
技
術
で
は
回
生
電
力
を
建
物
へ
戻
し

て
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
性
を
高
め

ま
す
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
標
準
形
機
種
に

も
有
償
付
加
仕
様
と
し
て
採
用
さ
れ
、
翌
年
、

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
で
最
高
の
経
済
産
業

大
臣
賞
と
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣

表
彰
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

スマートドア
先進の画像認識技術を用いて乗り場付近
を歩いている人の乗降意思を判断する。
ドアに向かってくる人を確認すると、ドア
を閉めずに待機する。

最新のエレベーター
（東芝オーダー形エレベーター
 エルクルーズ）

1967年に納入された
エレベーター1号機

1990年代の
エレベーター

（東芝標準形エレベーター
 エレメイト・ルミナスSQ）

省エネエレベーター最新
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ビ
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で
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多
く
の
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の
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故
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め
が
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し
た
。
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に
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す
る
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的
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な
か
、
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タ
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に
も
省
エ
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ニ
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ズ
が
高
ま
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る
と
感
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い
ま
す
。
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の
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が
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９
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の
省
エ
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改
正
で
、
こ
れ
に
よ
り
エ
レ
ベ
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ー

が
建
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の
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に
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よ
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に
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た
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す
。
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の
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を
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の
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事

乗
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物
で
怖
い
の
が
地
震
や
停
電
な
ど
の
災
害
だ
。

も
し
も
の
時
、ど
う
や
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
の
か
。

安
全
対
策
と
い
う
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点
か
ら
エ
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技
術
の
進
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。
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こ
の
50
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で
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進
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し
た
な
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。

地
震
が
発
生
し
た
時
で
も
、

こ
の
小
さ
な
装
置
が

安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

P波感知器
昇降路内の地表に近い位置
に設置され、地震が発生し
た初期段階のわずかな振動
を捉える。



変
化
す
る
保
守
業
務

　「
30
年
ほ
ど
前
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
に
必
ず
管
理
人
さ
ん
が
常
駐
し
て
い

て
、
ま
ず
管
理
人
さ
ん
に
挨
拶
を
し
て
か
ら

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
う
語
る
の
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
東
日
本

サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
長
の
松
村
修
だ
。

し
か
し
、
今
で
は
管
理
人
常
駐
の
ビ
ル
が
ど

ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ビ
ル
管
理
全

般
で
仕
事
の
や
り
方
が
変
化
し
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
点
検
後
に
報
告
書
を
郵
送
す
る
方
法

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
点
検
方
法
も
リ
レ
ー
の
動
き
の
目
視
か
ら
、

マ
イ
コ
ン
の
自
己
診
断
結
果
の
確
認
へ
と
大
き

く
変
わ
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
制
御
盤
に

無
線
で
つ
な
い
で
デ
ー
タ
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
導
入
当
初
は
点
検
作
業
中

に
「
ス
マ
ホ
で
遊
ん
で
い
る
」（
松
村
）
と
誤

解
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
緊
急
時
対
応

　「
顔
を
見
な
が
ら
の
対
応
は
人
間
味
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
１
９
８
９
年
に
導

入
さ
れ
た
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
、

緊
急
時
の
対
応
は
早
く
な
り

ま
し
た
」
と
語
る
の
は
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
管
理
担
当
主
任

の
巻
島
章
吾
だ
。
以
前
は
か
ご
内
の
緊
急
連

絡
ボ
タ
ン
が
管
理
人
室
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
は
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
の

専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
直
接
受
け
つ
け
、
保

守
作
業
者
を
素
早
く
派
遣
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
状
態
は
遠
隔
監
視

さ
れ
て
い
る
の
で
、
不
具
合
の
連
絡
が
入
る
前

に
保
守
作
業
者
が
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　「
24
時
間
３
６
５
日
昇
降
機
の
安
全
を
見
守

り
続
け
ま
す
」
と
松
村
が
語
る
よ
う
に
、
緊

急
時
の
対
応
も
大
き
く
進
歩
し
て
い
る
。

松
村 

修

ま
つ
む
ら
・
お
さ
む

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
部

東
日
本
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

巻
島 

章
吾

ま
き
し
ま
・
し
ょ
う
ご

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド
技
術
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
管
理
担
当

主
任

保守作業
専門技術者による地道な
点検作業によってエレ
ベーターの安全性・快適
性が維持され、安心感を
醸成している。

東日本サービス情報センター
東芝製のエレベーター・エスカレーターを
24時間365日休まず遠隔監視。故障が
発生した時には、迅速かつ確実に対応する。

東京遠隔監視センター
1985年に開設。ご契約いただいた建物に機器を設置し、ビル設備の異常
と防災・防犯設備の異常を監視した。

緊急時の即時対応を可能にした
遠隔監視システム
日々の点検と緊急時の復旧作業はどんな業種でも重要な作業だ。
しかし、その進め方は時代とともに変化している。
エレベーターでは遠隔監視システムの登場が
緊急時の作業効率を大幅に向上させた。

Before

After

キーワード ❸ 安 心感 の向上

モ
ニ
タ
ー
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

今
や
保
守
作
業
者
に
欠
か
せ
な
い

道
具
に
な
り
ま
し
た
。
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右：東芝標準形エレベーター（1970年）
中：東芝エレメイト R ニューセレブラム R形（1981年）
左：SPACEL-GRⅡ（2016年）

かご操作盤の
ボタンデザインの変遷

トスムーブNEO
昇降路内にバッテリーを設置し、
停電時に自動着床するだけでなく、
継続運転が可能となる。

　
昔
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
は
、
た

だ
並
ん
で
い
る
だ
け
で
、
強
く
押
し
込
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
開
」

「
閉
」
ボ
タ
ン
が
絵
文
字
に
な
っ
た
り
、

色
を
使
っ
た
り
な
ど
、
使
い
や
す
さ
に

こ
だ
わ
っ
た
ボ
タ
ン
が
出
て
き
た
の
は

１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
で
す
。
そ
の
後
、

マ
イ
コ
ン
制
御
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ハ
イ
テ
ク
感
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
頃
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
大

型
ボ
タ
ン
と
、
触
っ
て
わ
か
る
凸
文
字
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は

赤
だ
っ
た
階
数
表
示
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
も
、

オ
レ
ン
ジ
や
ア
ン
バ
ー
な
ど
、
よ
り
多
く

の
人
に
と
っ
て
見
や
す
い
色
へ
と
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
最
近
は
高
級
モ
デ
ル
で
も
、
シ
ン

プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
ボ
タ
ン
が
好
ま
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
ね
。

　
ボ
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
企
画
時
に
は
、
視

覚
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

方
に
触
っ
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
お
聞
き

し
ま
す
。
車
い
す
で
押
し
や
す
い
パ
ネ
ル

の
位
置
を
決
め
る
際
に
は
、
実
際
に
車
い

す
に
乗
っ
て
検
討
し
ま
し
た
。
ボ
タ
ン
は

誰
も
が
触
れ
る
も
の
で
す
し
、
ど
な
た
で

も
わ
か
り
や
す
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る

デ
ザ
イ
ン
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
の
変
遷
と

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

野
間
口 

千
恵

　の
ま
ぐ
ち
・
ち
え

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

　シ
ス
テ
ム
部

　機
械
シ
ス
テ
ム
担
当

　
ト
ラ
ブ
ル
で
多
い
の
は
や
は
り
停
電
で

す
ね
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
落
雷
が
原
因
の
大

規
模
停
電
も
含
め
て
、
い
つ
停
電
が
起
こ

っ
て
も
、
利
用
者
に
安
全
に
素
早
く
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
て
い
た
だ
け
る
よ
う

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昔
は
停
電
が
起
き
る
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
即
座
に
停
止
し
た
た
め
、
ど
う
し
て
も

閉
じ
込
め
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
１
９
７
９
年
に
開
発
さ
れ
た
停
電
時

自
動
着
床
装
置
「
ト
ス
ラ
ン
ダ
ー
」
で
は
、

停
電
が
起
き
る
と
い
っ
た
ん
停
止
し
、
そ

の
後
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
付
属
す
る
バ
ッ
テ

リ
ー
か
ら
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
最

寄
り
階
ま
で
安
全
に
利
用
者
を
運
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
初「
ト

ス
ラ
ン
ダ
ー
」
は
有
償
付
加
機
能
だ
っ
た

の
で
す
が
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
標
準
装

備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
２
年
に
は
、
停
電
時
に

最
大
２
時
間
運
転
を
継
続
で
き
る
停
電
時

継
続
運
転
機
能
「
ト
ス
ム
ー
ブ
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
後
に
計
画
停
電
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
際
お
客
様
か
ら
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

利
用
で
き
な
く
て
不
便
」
と
い
う
声
を
お

聞
き
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
「
ト
ス
ム

ー
ブ
」
は
、
回
生
電
力
を
利
用
す
る
こ
と

で
省
エ
ネ
を
実
現
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
駆

動
シ
ス
テ
ム
と
統
合
さ
れ
、
現
在
は
「
ト

ス
ム
ー
ブ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
と
い
う
名
称
で
ご
提

供
し
て
い
ま
す
。

　「
ト
ス
ム
ー
ブ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
は
停
電
時
に

も
停
止
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
バ
ッ
テ
リ
ー
に

切
り
替
え
て
運
転
を
続
け
ま
す
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
乗
車
中
の
利
用
者
は
停
電
が
起
き

た
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
ほ
ど
で
す
の
で
、

安
心
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

突
然
の
停
電
に
も

し
っ
か
り
と
対
応

阿
部 

道
臣 

あ
べ
・
み
ち
お
み

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

　技
術
本
部

　商
品
企
画
部

ニ
ュ
ー
セ
ー
ル
ス
技
術
企
画
担
当

凸文字ボタン
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変
化
す
る
保
守
業
務

　「
30
年
ほ
ど
前
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
に
必
ず
管
理
人
さ
ん
が
常
駐
し
て
い

て
、
ま
ず
管
理
人
さ
ん
に
挨
拶
を
し
て
か
ら

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
う
語
る
の
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
東
日
本

サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
長
の
松
村
修
だ
。

し
か
し
、
今
で
は
管
理
人
常
駐
の
ビ
ル
が
ど

ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ビ
ル
管
理
全

般
で
仕
事
の
や
り
方
が
変
化
し
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
点
検
後
に
報
告
書
を
郵
送
す
る
方
法

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
点
検
方
法
も
リ
レ
ー
の
動
き
の
目
視
か
ら
、

マ
イ
コ
ン
の
自
己
診
断
結
果
の
確
認
へ
と
大
き

く
変
わ
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
制
御
盤
に

無
線
で
つ
な
い
で
デ
ー
タ
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
導
入
当
初
は
点
検
作
業
中

に
「
ス
マ
ホ
で
遊
ん
で
い
る
」（
松
村
）
と
誤

解
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
緊
急
時
対
応

　「
顔
を
見
な
が
ら
の
対
応
は
人
間
味
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
１
９
８
９
年
に
導

入
さ
れ
た
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
、

緊
急
時
の
対
応
は
早
く
な
り

ま
し
た
」
と
語
る
の
は
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
管
理
担
当
主
任

の
巻
島
章
吾
だ
。
以
前
は
か
ご
内
の
緊
急
連

絡
ボ
タ
ン
が
管
理
人
室
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
は
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
の

専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
直
接
受
け
つ
け
、
保

守
作
業
者
を
素
早
く
派
遣
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
状
態
は
遠
隔
監
視

さ
れ
て
い
る
の
で
、
不
具
合
の
連
絡
が
入
る
前

に
保
守
作
業
者
が
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　「
24
時
間
３
６
５
日
昇
降
機
の
安
全
を
見
守

り
続
け
ま
す
」
と
松
村
が
語
る
よ
う
に
、
緊

急
時
の
対
応
も
大
き
く
進
歩
し
て
い
る
。

松
村 

修

ま
つ
む
ら
・
お
さ
む

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
部

東
日
本
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

巻
島 

章
吾

ま
き
し
ま
・
し
ょ
う
ご

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド
技
術
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
情
報
管
理
担
当

主
任

保守作業
専門技術者による地道な
点検作業によってエレ
ベーターの安全性・快適
性が維持され、安心感を
醸成している。

東日本サービス情報センター
東芝製のエレベーター・エスカレーターを
24時間365日休まず遠隔監視。故障が
発生した時には、迅速かつ確実に対応する。

東京遠隔監視センター
1985年に開設。ご契約いただいた建物に機器を設置し、ビル設備の異常
と防災・防犯設備の異常を監視した。

緊急時の即時対応を可能にした
遠隔監視システム
日々の点検と緊急時の復旧作業はどんな業種でも重要な作業だ。
しかし、その進め方は時代とともに変化している。
エレベーターでは遠隔監視システムの登場が
緊急時の作業効率を大幅に向上させた。

Before

After

キーワード ❸ 安 心感の向上

モ
ニ
タ
ー
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

今
や
保
守
作
業
者
に
欠
か
せ
な
い

道
具
に
な
り
ま
し
た
。



23

1

10

時
代
小
説
の
舞
台
へ
！

　

今
回
は
都
営
地
下
鉄
浜
町
駅
す

ぐ
そ
ば
の
新
大
橋
か
ら
散
策
を
ス

タ
ー
ト
。「
江
戸
時
代
前
期
、
隅
田

川
に
は
上
流
の
千
住
大
橋
と
両
国

橋
し
か
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
、
往
き
来
が
と
て
も
不
便
だ
っ

た
ん
だ
。
そ
こ
で
徳
川
綱
吉
の
母
・

桂
昌
院
が
架
橋
を
提
案
し
て
架
け

ら
れ
た
ん
だ
よ
」
と
師
匠
。
当
時
は

今
の
位
置
よ
り
２
０
０
ｍ
ほ
ど
下

流
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

か
つ
て
橋
が
あ
っ
た
場
所
の
ほ

と
り
に
は
芭
蕉
稲
荷
神
社
が
。
俳

聖
・
松
尾
芭
蕉
が
こ
の
近
く
の
芭
蕉

庵
に
住
ん
で
い
て

　

あ
り
が
た
や
い
た
だ
い
て
踏
む

　

は
し
の
霜

と
い
う
句
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

新
大
橋
に
よ
っ
て
、
西
側
の
消
費

活
動
が
盛
ん
な
日
本
橋
地
区
と
、
東

側
の
生
産
活
動
が
盛
ん
な
本
所
深

川
地
区
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ

て
、
人
や
物
の
往
来
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
時
代
小
説
に
も
た
び

た
び
登
場
す
る
、
江
戸
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
重
要
な

橋
で
す
。
現
代
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
み
た
い
な
感
じ
!?

江
戸
の
町
を
〝
津
波
〞
が

襲
っ
た
？

　
　

新
大
橋
東
側
に
は
歴
史
を
感
じ

❶関
東
大
震
災
の
大
火
災
で
も

新
大
橋
は
燃
え
ず
、

非
常
経
路
と
し
て
１
万
人
も
の

人
命
を
救
っ
た
と
か
。

つ
い
た
あ
だ
名
は
「
お
助
け
橋
」！

立
派
で
す
。

芭
蕉
庵
が

あ
っ
た
場
所

だ
と
か
。

❷

❻❼こ
の
エ
リ
ア
に
は
江
戸
情
緒
を
感
じ
る

見
ど
こ
ろ
が
イ
ッ
パ
イ
で
す
。

第
３
回

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　
（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

❹千
葉
県
市
川
市
行
徳
か
ら
塩
を
運

ぶ
た
め
に
江
戸
時
代
初
期
に
開
削

さ
れ
た
小
名
木
川（
お
な
ぎ
が
わ
）。

そ
こ
に
架
か
る
橋
が
萬
年
橋
で
す
。

め
で
た
い
名
前
だ
ナ
〜
。

❺岩
崎
弥
太
郎
が
整
備
し
た
回
遊
式
林
泉
庭
園
。

「
江
戸
時
代
初
期
に
は
徳
川
将
軍
の
鷹
狩
の
御
殿

が
あ
っ
た
の
で
は
？
」と
師
匠
。

当
時
は
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
だ
っ
た
の
か
も
！

❸
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時
代
小
説
の
舞
台
へ
！

　

今
回
は
都
営
地
下
鉄
浜
町
駅
す

ぐ
そ
ば
の
新
大
橋
か
ら
散
策
を
ス

タ
ー
ト
。「
江
戸
時
代
前
期
、
隅
田

川
に
は
上
流
の
千
住
大
橋
と
両
国

橋
し
か
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
、
往
き
来
が
と
て
も
不
便
だ
っ

た
ん
だ
。
そ
こ
で
徳
川
綱
吉
の
母
・

桂
昌
院
が
架
橋
を
提
案
し
て
架
け

ら
れ
た
ん
だ
よ
」
と
師
匠
。
当
時
は

今
の
位
置
よ
り
２
０
０
ｍ
ほ
ど
下

流
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

か
つ
て
橋
が
あ
っ
た
場
所
の
ほ

と
り
に
は
芭
蕉
稲
荷
神
社
が
。
俳

聖
・
松
尾
芭
蕉
が
こ
の
近
く
の
芭
蕉

庵
に
住
ん
で
い
て

　

あ
り
が
た
や
い
た
だ
い
て
踏
む

　

は
し
の
霜

と
い
う
句
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

新
大
橋
に
よ
っ
て
、
西
側
の
消
費

活
動
が
盛
ん
な
日
本
橋
地
区
と
、
東

側
の
生
産
活
動
が
盛
ん
な
本
所
深

川
地
区
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ

て
、
人
や
物
の
往
来
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
時
代
小
説
に
も
た
び

た
び
登
場
す
る
、
江
戸
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
重
要
な

橋
で
す
。
現
代
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
み
た
い
な
感
じ
!?

江
戸
の
町
を
〝
津
波
〞
が

襲
っ
た
？

　
　

新
大
橋
東
側
に
は
歴
史
を
感
じ

る
見
ど
こ
ろ
が
め
じ
ろ
押
し
。
大

名
庭
園
の
雰
囲
気
が
残
る
清
澄
庭

園
、
松
平
定
信
の
お
墓
が
あ
る
霊
巌

寺
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
気
分
を
味
わ

え
る
深
川
江
戸
資
料
館
、
江
戸
三
大

祭
の
一
角
を
担
う
富
岡
八
幡
宮
な

ど
な
ど
…
…
。
江
戸
時
代
に
は
海
岸

線
も
近
く
、
物
資
を
運
ぶ
水
路
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
、
シ
ー

サ
イ
ド
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
賑
わ
っ

た
地
域
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

一
方
で
、
高
潮
の
被
害
を
受
け
や

す
い
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
し
た
。
特

に
、寛
政
３
（
１
７
９
１
）
年
に
は
〝
津

波
〞
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
洪
水

が
起
こ
り
、
こ
の
あ
た
り
の
住
宅
地

が
壊
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
を
受
け
て
幕
府
は
土
地
を
買
い

取
り
、
人
が
住
む
こ
と
を
禁
止
。
２

カ
所
に
「
波な

み
よ
け除

の
碑
」
を
建
て
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
続
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
喉
元
過
ぎ
れ
ば
何
と
や

ら
で
、
明
治
以
降
に
は
埋
め
立
て
が

進
ん
で
住
宅
地
化
し
ま
す
。
現
在
で

は
海
岸
線
が
遥
か
南
に
せ
り
出
し

て
い
る
た
め
、
そ
ん
な
こ
と
が
か
つ

て
あ
っ
た
な
ん
て
ま
っ
た
く
想
像

が
つ
き
ま
せ
ん
…
…
。
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
た
「
波
除
の
碑
」
が
災
害
の
歴

史
を
静
か
に
物
語
っ
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。

❶
新
大
橋

関
東
大
震
災
の
大
火
災
で
も

新
大
橋
は
燃
え
ず
、

非
常
経
路
と
し
て
１
万
人
も
の

人
命
を
救
っ
た
と
か
。

つ
い
た
あ
だ
名
は
「
お
助
け
橋
」！

立
派
で
す
。

芭
蕉
庵
が

あ
っ
た
場
所

だ
と
か
。

❷
隅
田
川
左
岸
テ
ラ
ス

12
黒
船
稲
荷

今
回
師
匠
に
教
え
て
も
ら
っ
て
初
め
て

気
が
つ
い
た
お
稲
荷
さ
ん
！

『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
作
者
・

鶴
屋
南
北
の
住
居
跡
だ
そ
う
で
す
。

❾
永
代
寺
跡

江
戸
時
代
に
は
門
前
町
が
賑
わ
っ
た

永
代
寺
も
1
5
0
年
た
て
ば
…
…
。

感
慨
深
い
で
す
。

10
富
岡
八
幡
宮

横
浜
の
富
岡
八
幡
宮（
波
除
八
幡

と
も
）の
分
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
ん
だ
と
か
。

❽
深
川
公
園

深
川
公
園
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
警
告
板
。

1
9
1
7（
大
正
6
）年
の
高
潮
の
時
は
師

匠
の
指
先
の
場
所
ま
で
水
に
浸
か
っ
た

ん
だ
っ
て
。
ヒ
ャ
〜
。

❻
霊れ

い

が

ん

じ

巌
寺

❼
深
川
江
戸
資
料
館

こ
の
エ
リ
ア
に
は
江
戸
情
緒
を
感
じ
る

見
ど
こ
ろ
が
イ
ッ
パ
イ
で
す
。

14
洲す

さ

き崎
神
社

「
波
除
の
碑
」
が
残
る
洲
崎
神
社
。

私
的
に
は
洲
崎
と
い
え
ば
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
す
が
、

今
は
ま
っ
た
く
面
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。

本

所

深

川

�

辺

第
３
回

東 京 都
江東区

門
前
仲
町
の
"門

前"

は
何
の
門
前
？

江
戸
の
縦
と
横
と
は
？

江
戸
の
災
害
対
策
地
が
観
光
名
所
に
？

壱弐参

堀
口

若
葉
映
ゆ
川
面
を
滑
る
和
船
か
な

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　
（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

11
大
横
川
・
黒
船
橋
付
近

江
戸
時
代
に
水
路
が
多
か
っ
た
名
残
か
、

こ
の
辺
り
に
は
川
や
親
水
公
園
が
多
く
、

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

︻
弐
︼当

時
は
江
戸
城
本

丸
に
対
し
て
縦
︵
東

西
︶、
横
︵
南
北
︶
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
竪

川
﹂﹁
横
川
﹂
な
ど
の
名
称
は

こ
の
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

答
え

❹
萬
年
橋

千
葉
県
市
川
市
行
徳
か
ら
塩
を
運

ぶ
た
め
に
江
戸
時
代
初
期
に
開
削

さ
れ
た
小
名
木
川（
お
な
ぎ
が
わ
）。

そ
こ
に
架
か
る
橋
が
萬
年
橋
で
す
。

め
で
た
い
名
前
だ
ナ
〜
。

❺
清

き

よ

す

み澄
庭
園

岩
崎
弥
太
郎
が
整
備
し
た
回
遊
式
林
泉
庭
園
。

「
江
戸
時
代
初
期
に
は
徳
川
将
軍
の
鷹
狩
の
御
殿

が
あ
っ
た
の
で
は
？
」と
師
匠
。

当
時
は
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
だ
っ
た
の
か
も
！

︻
壱
︼富

岡
八
幡
宮
の

門

前
、
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！
　
明
治
の
神

仏
分
離
に
よ
っ
て
廃
寺
と

な
っ
た
永
代
寺
の
門
前
の

こ
と
で
す
。
現
在
の
深
川

公
園
や
深
川
不
動
の
場
所

に
あ
っ
た
大
寺
院
で
し
た
。

答
え

❸
芭
蕉
稲
荷
神
社

川
辺
の
風
が

気
持
ち
い
い
!

︻
参
︼﹁

波
除
の
碑
﹂
の

１

つ

が

あ

る

洲
崎
神
社
は
浮
世
絵
に

も
よ
く
描
か
れ
た
観
光

地
。
人
が
住
め
な
い
地
域

だ
っ
た
の
で
、
海
岸
沿
い

の
静
か
な
風
情
が
人
気

で
し
た
。

答
え

今
回
の
締
め
の
一
句

芳
賀

波
除
の
碑
文
剥
落
花し

べ芯
の
雨

13
牡
丹
園
＋

古ふ

る

い

し

ば

が

わ

石
場
川
親
水
公
園

町
名
が﹁
牡
丹
﹂

に﹁
古
石
場
﹂

だ
っ
て
。ス
テ
キ
！



【
連
載
12
】

『
博
士
と
彼
女
の
セ
オ
リ
ー
』

映
画
が
教
え
て
く
れ
た
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ

サ
ヘ
ル・
ロ
ー
ズ
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
・
女
優
）

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
・
映
画
・
音
楽

あ
ら
す
じ

『博士と彼女のセオリー』
監督：ジェームズ・マーシュ
2015年日本公開
Blu-ray：1,886円＋税
発売元：NBCユニバーサル・エンターテイメント

過
酷
な
生
い
立
ち
か
ら

女
優
へ
の
道
を
目
指
す

　
情
報
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
、
レ

ポ
ー
タ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

等
々
、
最
近
テ
レ
ビ
で
見
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
サ
ヘ
ル
・
ロ

ー
ズ
さ
ん
。
大
き
な
瞳
と
細
面
の

顔
立
ち
、
そ
し
て
日
本
語
の
達
者

な
外
国
人
と
し
て
、
一
度
見
た
人

は
彼
女
の
こ
と
を
心
に
と
ど
め
て

い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
明
る
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
ほ
ど
、
サ
ヘ
ル
さ
ん
は
過
酷
な

道
の
り
を
生
き
て
き
た
。

　
イ
ラ
ン
に
生
ま
れ
た
サ
ヘ
ル
さ

ん
は
幼
い
時
に
家
族
を
す
べ
て
失

い
、
児
童
養
護
施
設
に
預
け
ら
れ

た
。
や
が
て
今
の
養
母
に
引
き
取

ら
れ
た
サ
ヘ
ル
さ
ん
は
、
８
歳
の

時
に
縁
が
あ
っ
て
日
本
へ
と
や
っ

て
き
た
。

　
ペ
ル
シ
ャ
絨
緞
織
り
の
実
演
販

売
で
生
計
を
立
て
る
養
母
を
助
け
、

小
学
６
年
生
の
時
か
ら
大
人
の
化

粧
を
し
て
仕
事
を
手
伝
っ
た
。
中

学
に
入
る
と
サ
ヘ
ル
さ
ん
を
待
っ

て
い
た
の
は
い
じ
め
の
日
々
…
…
。

　
そ
ん
な
彼
女
に
芸
能
界
へ
の
道

が
開
け
た
の
は
高
校
３
年
生
の
時

だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
番
組
の
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
事
が
舞
い
込

ん
で
き
た
。

　
大
学
進
学
後
も
レ
ポ
ー
タ
ー
の

仕
事
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
３
年

生
の
就
職
活
動
で
自
分
と
向
き
合

っ
た
時
、
思
い
出
し
た
の
は
か
つ

て
イ
ラ
ン
の
施
設
で
観
た
大
好
き

な
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
お
し

ん
』
だ
っ
た
。

　「
お
し
ん
役
の
小
林
綾
子
さ
ん
が

喜
怒
哀
楽
を
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
な
か

で
表
現
し
て
い
た
の
を
、
幼
い
頃
、

と
て
も
羨
ま
し
い
と
思
っ
た
ん
で

す
。
私
は
昔
か
ら
自
分
の
感
情
を

外
に
出
す
の
が
苦
手
で
し
た
。
で

も
役
者
な
ら
、
役
と
し
て
そ
れ
が

で
き
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
ん
で

す
」

　
卒
業
後
、
本
格
的
に
芸
能
界
に

進
ん
だ
サ
ヘ
ル
さ
ん
。
今
は
少
し

ず
つ
役
者
の
仕
事
も
増
え
始
め
て

い
る
。

一
歩
一
歩
着
実
に

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

　
サ
ヘ
ル
さ
ん
が
仕
事
を
続
け
て

い
く
な
か
で
、
強
い
刺
激
を
受
け

た
映
画
が
あ
る
。
そ
れ
が
車
い
す

の
天
才
物
理
学
者
Ｓ
・
ホ
ー
キ
ン

グ
博
士
の
伝
記
映
画
『
博
士
と
彼

女
の
セ
オ
リ
ー
』
で
あ
る
。

　「
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
を
演
じ
た
俳

優
エ
デ
ィ
・
レ
ッ
ド
メ
イ
ン
の
演

技
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

最
初
は
健
康
体
の
博
士
が
、
病
状

の
進
行
に
伴
い
、
喋
り
方
や
首
の

曲
げ
方
で
意
志
を
表
す
よ
う
に
な

る
。
顔
の
表
情
が
出
せ
な
く
な
る

と
今
度
は
眼
だ
け
で
表
現
す
る
。

全
身
を
使
っ
た
そ
の
リ
ア
ル
な
動

作
に
は
胸
が
打
た
れ
ま
し
た
」

　
サ
ヘ
ル
さ
ん
は
、
逆
境
の
な
か

で
博
士
が
研
究
を
続
け
る
姿
勢
に

も
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。

　「
私
は
、
諦
め
な
け
れ
ば
必
ず
報

わ
れ
る
と
い
う
こ
の
作
品
の
テ
ー

マ
か
ら
、
続
け
る
こ
と
、
諦
め
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
教
え

て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
サ
ヘ
ル
さ
ん
は
、
ホ
ー
キ
ン
グ

博
士
の
姿
勢
に
自
ら
を
重
ね
る
。

諦
め
ず
続
け
て
い
れ
ば
役
者
の
道

は
開
け
て
く
る
。
こ
の
映
画
は
彼

女
に
そ
う
語
り
か
け
て
い
た
。

　
サ
ヘ
ル
さ
ん
に
は
夢
が
あ
る
。

い
つ
か
自
分
の
出
演
映
画
を
自
分

と
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
施
設

の
子
ど
も
た
ち
に
観
て
ほ
し
い
。

か
つ
て
は
自
分
と
同
じ
場
所
に
い

た
人
が
今
は
女
優
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
、
自
分
も
頑
張
れ
ば
あ
あ

な
れ
る
ん
だ
と
い
う
希
望
を
与
え

た
い
…
…
。

　
昨
年
、
サ
ヘ
ル
さ
ん
が
メ
イ
ン

キ
ャ
ス
ト
を
務
め
た
映
画
『
西
北

西
』
は
、
釜プ

サ
ン山

国
際
映
画
祭
で
プ

レ
ミ
ア
上
映
さ
れ
た
。
映
画
は
今
、

日
本
で
公
開
準
備
が
進
み
つ
つ
あ

る
。
一
歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
と
、
彼

女
の
夢
は
着
実
に
実
現
に
向
か
っ

て
い
る
。

　
理
論
物
理
学
者
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
の
実

話
に
基
づ
く
伝
記
映
画
。
ホ

ー
キ
ン
グ（
エ
デ
ィ
・
レ
ッ
ド
メ

イ
ン
）は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

で
学
ん
で
い
た
時
に
文
学
を

学
ぶ
女
子
学
生
ジ
ェ
ー
ン（
フ

ェ
リ
シ
テ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）
と

知
り
合
い
、２
人
は
恋
に
落
ち

る
。
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
ホ

ー
キ
ン
グ
だ
っ
た
が
、Ａ
Ｌ
Ｓ

（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）を
発
症

し
て
し
ま
う
。
ジ
ェ
ー
ン
の

献
身
的
な
愛
に
支
え
ら
れ
て
、

ホ
ー
キ
ン
グ
は
研
究
を
続
け
る
。

　
や
が
て
２
人
の
間
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
、ホ
ー
キ
ン
グ
も

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

の
論
文
を
発
表
。
彼
の
研
究

は
次
第
に
実
を
結
ん
で
い
く

が
、一
方
で
ジ
ェ
ー
ン
と
の
間

に
は
亀
裂
が
生
じ
始
め
て
い

た
…
…
。

　
レ
ッ
ド
メ
イ
ン
は
本
作
で

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主
演
男
優
賞

を
受
賞
。



サヘル・ローズ●1985年イラン生まれ。8歳の時に来日。
高校時代からラジオのレポーターを務める。現在は、
テレビ・ラジオ・映画・舞台等多方面で活躍中。映画
出演した作品には、『ペコロスの母に会いに行く』『振り
子』等がある。メインキャストを務めた映画『西北西』
は年内公開に向けて準備が進行中。

12

【
連
載
⓬
】

『
博
士
と
彼
女
の
セ
オ
リ
ー
』

映
画
が
教
え
て
く
れ
た
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ

サ
ヘ
ル・
ロ
ー
ズ
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
・
女
優
）

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
・
映
画
・
音
楽

あ
ら
す
じ

『博士と彼女のセオリー』
監督：ジェームズ・マーシュ
2015年日本公開
Blu-ray：1,886円＋税
発売元：NBCユニバーサル・エンターテイメント

過
酷
な
生
い
立
ち
か
ら

女
優
へ
の
道
を
目
指
す

　
情
報
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
、
レ

ポ
ー
タ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

等
々
、
最
近
テ
レ
ビ
で
見
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
サ
ヘ
ル
・
ロ

ー
ズ
さ
ん
。
大
き
な
瞳
と
細
面
の

顔
立
ち
、
そ
し
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日
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語
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達
者

な
外
国
人
と
し
て
、
一
度
見
た
人
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ど
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ろ
う
。
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ラ
ク
タ
ー
か
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は
想
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つ
か
な

い
ほ
ど
、
サ
ヘ
ル
さ
ん
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過
酷
な

道
の
り
を
生
き
て
き
た
。

　
イ
ラ
ン
に
生
ま
れ
た
サ
ヘ
ル
さ

ん
は
幼
い
時
に
家
族
を
す
べ
て
失

い
、
児
童
養
護
施
設
に
預
け
ら
れ

た
。
や
が
て
今
の
養
母
に
引
き
取

ら
れ
た
サ
ヘ
ル
さ
ん
は
、
８
歳
の

時
に
縁
が
あ
っ
て
日
本
へ
と
や
っ

て
き
た
。

　
ペ
ル
シ
ャ
絨
緞
織
り
の
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演
販

売
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計
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養
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助
け
、

小
学
６
年
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時
か
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大
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の
化

粧
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し
て
仕
事
を
手
伝
っ
た
。
中

学
に
入
る
と
サ
ヘ
ル
さ
ん
を
待
っ

て
い
た
の
は
い
じ
め
の
日
々
…
…
。
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芸
能
界
へ
の
道

が
開
け
た
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高
校
３
年
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の
時

だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
番
組
の
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
合
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し
、
さ
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ざ
ま
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レ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
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が
舞
い
込

ん
で
き
た
。
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レ
ポ
ー
タ
ー
の

仕
事
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
３
年
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職
活
動
で
自
分
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き
合

っ
た
時
、
思
い
出
し
た
の
は
か
つ

て
イ
ラ
ン
の
施
設
で
観
た
大
好
き

な
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
お
し

ん
』
だ
っ
た
。
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し
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怒
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ラ
ウ
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、
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を
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。
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。
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の
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状
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に
伴
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方
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に
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表
情
が
出
せ
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を
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ば
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の
道

は
開
け
て
く
る
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こ
の
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は
彼
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に
そ
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語
り
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け
て
い
た
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に
は
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が
あ
る
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の
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観
て
ほ
し
い
。

か
つ
て
は
自
分
と
同
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場
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に
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た
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が
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る
、
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…
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国
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た
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今
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本
で
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開
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が
進
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あ
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現
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る
。

　
理
論
物
理
学
者
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
の
実

話
に
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エ
デ
ィ
・
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ド
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イ
ン
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ブ
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ッ
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で
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た
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に
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学
を
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子
学
生
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ン（
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ェ
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・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）と

知
り
合
い
、２
人
は
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に
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ち

る
。
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来
を
嘱
望
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た
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グ
だ
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た
が
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性
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索
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化
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）を
発
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て
し
ま
う
。
ジ
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ン
の
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身
的
な
愛
に
支
え
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て
、
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ー
キ
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グ
は
研
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を
続
け
る
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が
て
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人
の
間
に
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ど

も
が
生
ま
れ
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グ
も
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ク
ホ
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ル
に
つ
い
て

の
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文
を
発
表
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の
研
究
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第
に
実
を
結
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で
い
く

が
、一
方
で
ジ
ェ
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ン
と
の
間

に
は
亀
裂
が
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始
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…
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ド
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ン
は
本
作
で
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デ
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主
演
男
優
賞

を
受
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。



地
域
再
生
に
は
、住
民
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
感
動
や
感
謝
の
気
持
ち

を
共
有
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、リ
ー
ダ
ー
は
10
年
、20
年
先
を
見
す
え
た
施
策
の
な
か
で
、

住
民
の
不
満
や
不
安
、不
便
さ
の
解
消
に
一
つ
ひ
と
つ
努
め
ま
す
。

す
る
と
、住
民
も
納
得
し
て
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

皆
が
主
役
の
住
民
自
治
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
集
落
!?

　
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
に
は
、
国
・
県
な

ど
に
税
を
納
め
、
さ
ら
に
毎
年
一
部
の
住

民
に
ボ
ー
ナ
ス
も
支
給
し
て
い
る
集
落

が
あ
る
。
通
称
「
や
ね
だ
ん
」。
典
型
的

な
中
山
間
地
域
の
集
落
だ
が
、
今
や
住
民

自
治
の
成
功
事
例
と
し
て
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
、
毎
年
５
０
０
０
名
以
上
が
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
20
年
前
、「
や
ね
だ
ん
」
は
集

落
の
余
剰
金
が
わ
ず
か
１
万
円
し
か
な

く
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
。

当
時
は
特
産
品
が
な
く
、
耕
作
放
棄
地
も

増
え
る
一
方
だ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
破

し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
住
民
を
先
導
し
て

き
た
の
が
、
１
９
９
６
年
か
ら
20
年
間
柳

谷
自
治
公
民
館
長
を
務
め
て
い
る
豊
重

哲
郎
さ
ん
だ
。

　「
集
落
機
能
を
維
持
す
る
に
は
、
行
政

に
頼
ら
ず
、
集
落
の
自
立
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分

た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や

る
住
民
自
治
、
活
動
の
原
資
と
な
る
自
主

財
源
の
確
保
、
余
剰
金
が
増
え
た
場
合
は

住
民
へ
の
還
元

│
こ
の
３
つ
を
セ
ッ

ト
に
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
」

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
集
落
が一つ
に

　
豊
重
さ
ん
が
ま
ず
手
が
け
た
の
は
、
耕

作
放
棄
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
そ

の
販
売
益
を
自
主
財
源
に
充
て
る
こ
と

で
あ
る
。「
人
を
本
気
に
さ
せ
る
の
は
、

命
令
で
は
な
く
感
動
」
と
考
え
て
い
た
豊

重
さ
ん
は
自
ら
率
先
し
て
動
き
、
そ
の
活

動
に
共
感
し
た
地
元
高
校
生
12
名
と
一

緒
に
畑
を
耕
し
た
。
す
る
と
、
高
校
生
の

ぎ
こ
ち
な
い
姿
を
見
か
ね
て
、
農
作
業

20
年
目
を
迎
え
る

 

　自
立
し
た
集
落

第10回

鹿
児
島
県
鹿
屋
市 

柳
谷
集
落

◉人口：278名／120世帯（2016年3月末現在）
◉概要： 鹿屋市串

くしらちょう
良町上

かみおばる
小原にある集落。

鹿児島弁では「柳谷」を「やねだん」と呼ぶため、
通称は「やねだん」

◉特徴： 1996年から行政に頼らない地域づくりを推進。
サツマイモや唐辛子、焼酎や豚味噌などの加工品を販売
することにより、集落としては珍しく独自財源を確保

◉特産品： 焼酎、サツマイモ、唐辛子、黒豚

写真撮影：河野セイイチさん

誰
も
が
気
軽
に
集
落
内
を

探
索
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、「
や
ね
だ
ん
」で
は

２
０
１
６
年
に
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
を
完
備
し
た
。
こ

れ
は
移
住
者
で
あ
る
写
真

家
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
河
野

セ
イ
イ
チ
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
だ
。
現
在
は
、
高
齢
者

で
も
楽
に
利
用
で
き
る
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
６
台
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
４
台
、

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
３

台
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

柳
谷
集
落

っ
て
こ
ん

な
と
こ
ろ

鹿
かのや

屋市

柳
やなぎだに

谷集落
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柳
谷
自
治
公
民
館
長

豊
重 

哲
郎
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を
手
伝
う
住
民
が
一
人
、
ま
た
一
人
と

増
え
て
い
く
。
い
つ
の
間
に
か
畑
は
住

民
の
語
ら
い
の
場
に
な
り
、
初
年
度
で

35
万
円
も
の
収
益
金
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
も
っ
と
も
、
住
民
全
員
が
豊
重
さ
ん

た
ち
の
活
動
に
協
力
的
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
特
に
、
集
落
の
長
老
た
ち

は
豊
重
さ
ん
の
や
り
方
に
強
く
反
発
し

た
。
長
老
た
ち
と
も
心
を
一
つ
に
し
た

い
と
豊
重
さ
ん
が
考
案
し
た
の
は
、
こ

の
集
落
か
ら
都
会
に
移
住
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
、
敬

老
の
日
や
父
・
母
の
日
に
集
落
の
有
線

放
送
で
流
す
こ
と
だ
っ
た
。

　「
15
年
間
音
信
不
通
だ
っ
た
、
あ
る
長

老
の
息
子
さ
ん
を
探
し
出
し
、
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
高
校
生
に
代
読
し
て
も
ら
い
、

有
線
で
流
し
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
ね
、

そ
れ
を
聴
い
た
長
老
が
涙
を
流
し
な
が

ら
『
お
前
に
は
負
け
た
よ
』
と
い
っ
て
、

握
手
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
そ
の
時
の

感
動
を
そ
の
ま
ま
に
豊
重
さ
ん
は
語
る
。

　
こ
れ
を
機
に
住
民
の
絆
が
一
挙
に
強

ま
り
、
活
動
に
も
広
が
り
が
出
て
き
た
。

２
０
０
１
年
に
は
土
着
菌
（
※
）
の
製
造
・

販
売
を
開
始
。
こ
れ
を
家
畜
の
飼
料
に

混
ぜ
る
こ
と
で
、
ふ
ん
尿
か
ら
漂
う
悪

臭
の
解
消
に
成
功
し
た
。
２
０
０
４
年

に
は
、
土
着
菌
堆
肥
で
栽
培
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
材
料
に
芋
焼
酎
「
や
ね
だ
ん
」

を
商
品
化
。
こ
れ
で
自
主
財
源
は
さ
ら

に
増
加
し
、
２
０
０
６
年
に
は
、
一
部

の
住
民
に
１
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給

開
始
。
現
在
で
は
、
年
間
約
５
０
０
万

円
の
余
剰
金
を
生
み
出
し
て
い
る
。

地
域
再
生
の
リ
ー
ダ
ー
も
養
成
中

　「
や
ね
だ
ん
」
で
は
、
各
地
域
で
活

躍
で
き
る
地
域
再
生
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
べ
く
、
２
０
０
７
年
以
降
「
故ふ

る
さ
と郷

創
世
塾
」
を
年
２
回
開
催
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
か
ら
は
、〝
超

ス
ー
パ
ーリ
ー
ダ
ー
〟

を
養
成
す
る
「
故
郷
創
世
ス
ー
パ
ー
塾
」

も
開
講
。
豊
重
さ
ん
は
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
「
人
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い

る
才
能
や
体
験
を
引
き
出
す
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
と
い
い
切
る
。

　
こ
の
20
年
間
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
、
住
民
が
納
得
し
た
う
え
で
、
自

立
と
い
う
軸
に
向
か
っ
て
き
た
こ
と
だ

と
い
う
。「
地
域
づ
く
り
は
み
ん
な
が

主
役
」
と
繰
り
返
し
語
る
豊
重
さ
ん
の

こ
の
言
葉
に
こ
そ
、
地
域
づ
く
り
の

原
点
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

※
田
畑
や
山
に
生
息
す
る
好
気
性
微
生
物
の
総
称
。

藻谷浩介の
ここがポイント !

本
当
に
暮
ら
し
や
す
い
場
所
は
、
都
会
で
は
な
く
ド
田
舎
に
あ
る
。

本
当
の
人
材
は
、
大
組
織
に
で
は
な
く
草
の
根
の
な
か
に
い
る
。

「
や
ね
だ
ん
」
を
知
る
ほ
ど
痛
感
さ
れ
ま
す
。
薩
摩
か
ら
明
治

維
新
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
暮
ら
し
方
も
鹿
児
島
の

辺
境
か
ら
変
革
さ
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。                     

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問

し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・

出
演
・
寄
稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超

え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な

や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

柳谷自治公民館内には、約8割の住民のイキイキ
した顔写真が掲示され、そのなかには今年ここで
誕生した3人の赤ちゃんの笑顔も！

2006年、再生した空き家を
“迎賓館”と名づけ、アーティ
ストの移住を促進する活動
を開始。カフェレストランが
併設されている迎賓館5号館
は住民の憩いの場。

「やねだん」が商品化し
た初のブランド品・焼酎

「やねだん」。住民が一
体となってサツマイモ
栽培に取り組んできた
様子を伝えるため、ラ
ベルには住民の写真が
印刷されている。

写真撮影：河野セイイチさん

築12 0 年の空き家
だった迎賓館6号館。
再生後は多目的工
房として活用されて
いる。囲炉裏は必見!
故郷創世塾の卒業
生の寄せ書きも!

韓国との交流がきっかけで唐辛子栽培
も開始。焼酎に次ぐブランド品が完成
した（左が唐辛子粉、右が二味唐辛子）。

このパネルをデザインした移住アーティスト・河野
セイイチさん。カメラマンとしても住民に愛されている。

集落を縦断する道路「ロマンス通り」では、
「やねだん」の歴史の断片を絵にしたパネルがお出迎え！
パネルは今後も増えていく予定。
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地
域
再
生
に
は
、住
民
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
感
動
や
感
謝
の
気
持
ち

を
共
有
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、リ
ー
ダ
ー
は
10
年
、20
年
先
を
見
す
え
た
施
策
の
な
か
で
、

住
民
の
不
満
や
不
安
、不
便
さ
の
解
消
に
一
つ
ひ
と
つ
努
め
ま
す
。

す
る
と
、住
民
も
納
得
し
て
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

皆
が
主
役
の
住
民
自
治
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
集
落
!?

　
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
に
は
、
国
・
県
な

ど
に
税
を
納
め
、
さ
ら
に
毎
年
一
部
の
住

民
に
ボ
ー
ナ
ス
も
支
給
し
て
い
る
集
落

が
あ
る
。
通
称
「
や
ね
だ
ん
」。
典
型
的

な
中
山
間
地
域
の
集
落
だ
が
、
今
や
住
民

自
治
の
成
功
事
例
と
し
て
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
、
毎
年
５
０
０
０
名
以
上
が
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
20
年
前
、「
や
ね
だ
ん
」
は
集

落
の
余
剰
金
が
わ
ず
か
１
万
円
し
か
な

く
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
。

当
時
は
特
産
品
が
な
く
、
耕
作
放
棄
地
も

増
え
る
一
方
だ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
破

し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
住
民
を
先
導
し
て

き
た
の
が
、
１
９
９
６
年
か
ら
20
年
間
柳

谷
自
治
公
民
館
長
を
務
め
て
い
る
豊
重

哲
郎
さ
ん
だ
。

　「
集
落
機
能
を
維
持
す
る
に
は
、
行
政

に
頼
ら
ず
、
集
落
の
自
立
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分

た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や

る
住
民
自
治
、
活
動
の
原
資
と
な
る
自
主

財
源
の
確
保
、
余
剰
金
が
増
え
た
場
合
は

住
民
へ
の
還
元

─
こ
の
３
つ
を
セ
ッ

ト
に
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
」

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
集
落
が一つ
に

　
豊
重
さ
ん
が
ま
ず
手
が
け
た
の
は
、
耕

作
放
棄
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
そ

の
販
売
益
を
自
主
財
源
に
充
て
る
こ
と

で
あ
る
。「
人
を
本
気
に
さ
せ
る
の
は
、

命
令
で
は
な
く
感
動
」
と
考
え
て
い
た
豊

重
さ
ん
は
自
ら
率
先
し
て
動
き
、
そ
の
活

動
に
共
感
し
た
地
元
高
校
生
12
名
と
一

緒
に
畑
を
耕
し
た
。
す
る
と
、
高
校
生
の

ぎ
こ
ち
な
い
姿
を
見
か
ね
て
、
農
作
業

20
年
目
を
迎
え
る
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落

◉人口：278名／120世帯（2016年3月末現在）
◉概要：	鹿屋市串

くしらちょう
良町上

かみおばる
小原にある集落。

鹿児島弁では「柳谷」を「やねだん」と呼ぶため、
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◉特産品：	焼酎、サツマイモ、唐辛子、黒豚

写真撮影：河野セイイチさん

誰
も
が
気
軽
に
集
落
内
を

探
索
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、「
や
ね
だ
ん
」で
は

２
０
１
６
年
に
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
を
完
備
し
た
。
こ

れ
は
移
住
者
で
あ
る
写
真

家
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
河
野

セ
イ
イ
チ
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
だ
。
現
在
は
、
高
齢
者

で
も
楽
に
利
用
で
き
る
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
６
台
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
４
台
、

シ
ク
ロ
ク
ロ
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バ
イ
ク
３

台
が
用
意
さ
れ
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い
る
。
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落
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鹿児島県鹿屋市「大黒屋」

【特定原材料】小麦、卵

鹿屋んおじゃったもんせ
（鹿屋に、どうぞ、いらしてください）

ふ
ん
わ
り
軽
い

ビ
ス
キ
ュ
イ
生
地
に
ク
リ

ー
ム
や
ジ
ャ
ム
を
は
さ
ん

だ
焼
き
菓
子
を
日
本
で
は

「
ブ
ッ
セ
」
と
呼
ぶ
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
タ
イ
プ
の
も
の
が

出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
和
菓
子
を
ま
る
ご

と
は
さ
ん
だ
大
胆
な
組
み

合
わ
せ
。
た
っ
ぷ
り
と
入

っ
た
羽
二
重
餅
が
特
徴
的

で
、
こ
れ
が
全
体
を
し
っ

と
り
包
み
込
み
ま
す
。

プ ロ か ら、 ひ と 言 !

か
み
む
ら
・
や
す
こ

フ
ー
ド
・
ア
イ
代
表
。
企
業
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
長
年
従

事
し
、新
聞
、雑
誌
、講
演
会
な
ど

で
も
活
躍
。
著
書
や
監
修
本
は
60

冊
以
上
あ
る
。
簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー

な
料
理
提
案
と
親
し
み
や
す
い
解

説
で
人
気
を
得
て
い
る
。

料
理
研
究
家
／

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
村 

泰
子
氏

6

お取り寄せは、こちらから☞TEL：0994-42-2034

鹿
児
島
県
で
は
「
春
駒
」

や
「
煎い

こ

も

ち

粉
餅
」、「
あ
く
巻
き
」

と
い
っ
た
餅
米
を
使
用
し
た

郷
土
菓
子
が
大
変
人
気
で
す
。

そ
の
餅
米
を
使
っ
た
和
洋
折

衷
の
新
し
い
菓
子
と
し
て
登

場
し
た
の
が
、
今
回
ご
紹
介

す
る
「
鹿か

の

や屋
ん
お
じ
ゃ
っ
た

も
ん
せ
」
で
す
。

創
業
百
年
、
菓
道
一
筋
の

大
黒
屋
３
代
目
辻
秀
俊
さ
ん

が
、
子
ど
も
で
も
気
軽
に
食

べ
ら
れ
る
、
お
餅
を
使
っ
た

お
菓
子
が
つ
く
り
た
い
と
、

20
年
前
に
考
案
。
試
行
錯
誤

の
末
、
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
お
菓
子
の
特
徴
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
ふ
わ
ふ
わ

の
ブ
ッ
セ
生
地
と
、
サ
ン
ド

さ
れ
た
や
わ
ら
か
な
羽
二
重

餅
の
食
感
で
す
。

「
お
餅
の
や
わ
ら
か
さ
に

は
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
最
初

は
３
日
ほ
ど
で
、
餅
部
分
が

固
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
、
お
土
産
に
は
適
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
た
ら
、

や
わ
ら
か
さ
を
保
て
る
の
か
、

本
当
に
悩
み
ま
し
た
」

原
材
料
の
配
分
を
少
し
ず

つ
変
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
繰
り
返
し
、
現
在

で
は
常
温
で
７
日
間
経
過
し

て
も
、
で
き
た
て
の
美
味
し

さ
を
味
わ
え
ま
す
。

「
今
後
は
、
お
餅
の
味
を

よ
も
ぎ
味
に
し
た
り
、
芋
味

に
し
た
り
、
さ
ら
に
は
チ
ョ

コ
味
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
少

年
の
よ
う
に
瞳
を
輝
か
せ
る

辻
さ
ん
。

現
在
は
、
こ
の
お
菓
子
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
「
鹿
屋
ん
お

じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
（
鹿
屋
に
、

ど
う
ぞ
、い
ら
し
て
く
だ
さ
い
）」

に
も
あ
る
よ
う
に
、
生
ま
れ

育
っ
た
鹿
屋
の
地
を
、
お
菓

子
と
と
も
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
、
宣
伝
、
広
告
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。この餅粉のきめの細かさが

ポイント。




